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研究開発基盤を支える設備・機器共用及び維持・高度化等の推進方策

最先端大型研究施設の整備・共用

J-PARC 京

SPring-8

共用プラットフォーム

新たな共用システム導入の加速

SACLA
NMR

レーザー

放射光施設

◎競争的研究費改革との連携
設備・機器の共有に係る組織的な取組の奨励
研究組織のマネジメントと一体となった研究設備・機器の整備運営
の早期確立を支援

共用機器化による保守費・設
備費・スペース利用の効率化

若手研究者や海外・他機
関から移籍してきた研究者
の速やかな研究体制構築

（スタートアップ支援）

分野融合・新興領域の拡大

短期滞在者の利便性向上
国際共同研究の増加
海外研究者による評判向上
（大学ランキングアップ）
論文引用度の向上

専門スタッフのスキル向上・
キャリア形成
高度な研究開発支援の実施
コーディネート、調達の高度化 等

目的に応じたプラットフォーム形成により、効率的・効果的
に研究開発基盤を自立的に維持・発展

特定先端大型研究施設の共用の促進に関する法律に
基づき指定

ナノテクPF、HPCI、光ビームPF、NMR共用PF

研究者の研究時間増大
（専門スタッフによる機器管理
により研究者の負担を軽減）

人材育成民間活力の導入等共通基盤技術の開発

先端計測機器開発、光・量子化学技術等共通基盤技術開発を推進

産学官連携の強化

研究開発力強化法等に基づき、研究施設、設備について広く共用を進める。また、今後一層財政状況が厳しくなる中、設備・機器
の共用化などの徹底した効率化に努めていく。
第５期科学技術基本計画に向けた研究開発基盤の整備・維持・発展と研究開発と共用の好循環の実現

産学官に開かれた最先端の大型研究施設の整備・共用、共用プラットフォームの発展及び競争的研究費改革と連携した研究
組織のマネジメントと一体となった研究設備・機器の整備運営の推進

研究開発基盤を支える先端計測機器開発、光・量子科学技術等共通基盤技術開発の推進

研究設備・機器共用化による効果～研究開発と共用の好循環の実現～



競争的研究費改革における「汎用性が高く比較的大型の設備・機器」
の共用化

研究組織（同一の研究戦略を共有する組織）の経営・研究戦略と一体
となった研究設備・機器の整備・運営

「機器購入」から「共助分担※」の考え方の下、研究設備・機器を維持・
更新

先端研究基盤共用促進事業 平成２８年度予算案 ：1,064百万円（新規）

新たな共用システム導入の加速 6億円

高度利用支援体制の構築（専門
スタッフの配置、ワンストップサー
ビスの設置、ノウハウ・データの
蓄積・共有）
共用取組の支援（技術の高度化）
人材育成機能の強化（専門スタッ
フの研修・講習）

国際協力の強化（コミュニティ形
成、国際的ネットワーク構築）

共用プラットフォーム 4億円

競争的研究費等で購入・運用されている研究設備・機器を共
用設備・機器として一元的にマネジメントし、組織の経営・研究
戦略の下、研究開発と共用の好循環の確立を目指す。

産学官が共用可能な研究施設・設備等について、その整備・
運用を含めた施設間のネットワーク構築により、高度な計測分
析機器を中心としたイノベーション創出のためのプラットフォー
ムを形成する。

※共助分担：研究組織で管理する
研究設備・機器について、全員
でシェア（共用）し、その管理運
営に当たっては、全員で負担
（分担）するという考え方
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人材育成民間活力の導入等共通基盤技術の開発

研究設備・機器の共用化による効果
～研究開発と共用の好循環の実現～

共用プラットフォーム

新たな共用システム導入の加速
（研究組織による共用）

・共用機器化による保守費・
設備費・スペース利用の
効率化

・研究者の研究時間増大

・専門スタッフのスキル
向上・キャリア形成

・若手研究者や海外・他機関
から移籍してきた研究者の
速やかな研究体制構築
（スタートアップ支援）

・産学官連携の強化

・分野融合・新興領域の拡大

・試作機の導入・利用による
技術の高度化、市場創出

・ノウハウ・データ共有

SPring-8, SACLA, 
J-PARC, 京

最先端大型研究施設の整備・共用

［共用システム等導入経費の例］
○機器の再配置・更新再生
－中規模装置は単一フロア
－小規模装置は各フロア

○共通管理システム構築
－管理、予約、共助分担

［保守管理費の例］
○機器メンテナンスの一元化

［人件費の例］
○専門スタッフ（事務・リエゾン・技術スタッフ）
の雇用・配置
○RA、メーカーOB等の活用

研究室毎で分散管理されていた研究設備・機
器群を研究組織の一つのマネジメントの下で
管理・運営する新共用システムの導入を支援

【新共用システムイメージの例】

中規模機器

小規模機器

・短期滞在者の利便性向上
国際共同研究の増加
海外研究者による評判向上

（大学ランキングアップ）
論文引用度の向上


